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論文内容の要旨

マンノサミンの亜硝酸による脱窒素反応を用いてM. lysodeikticus 細胞壁より得られる酸性多糖

の構造を決定した。マンノサミンの亜硝酸による脱窒素反応は図の様であると推定された。
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この反応でマンノサミンよりグルコースが約30%得られる。これを用いて多糖の構造を推定した。

多糖は細胞壁をリゾチーム， Lll 酵素で処理し，透析内液をエクテオラセルロースカラムで分画して

得た。この多糖はグルコースとアミノ糖として N-アセチルマンノサミニュロン酸を等モル含む。こ

の多糖を環元して件られる多精(還元多糖)はグルコースと N-アセチルマンノサミンを等モル含む。

この多糖の水解物中より得られるマンノサミンを亜硝酸でグルコースに変えた。このグルコースは酵

素(ヘキソキナーゼ，グルコースオキシダーゼ)を用いて D系と推定きれた。故にアミノ糖も D系に

属する。還元多糖を無水ヒドラジンで脱アセチル化した多糖の過沃素酸酸化 スミス分解物の分析又

は再N-アセチル化した多糖の過沃素酸酸化の結果より、アミノ糖は末端にはなく、その 4 位で結合

していると推定された。又還元多糖の部分水解で得られる二糖マンノサミニルグルコースを亜硝酸で

グルコースよりなる二糖に誘導し、ゲンチオビオースがこれと一致した。故にアミノ糖はグルコース

にβ1 -6で結合していると推定された。又還元多糖の脱アセチル化物のアミノ糖残基を亜硝酸でグル

コースに変之、これの部分水解物中よりゲンチオビオースとともにマルトースが検出された。このこ

とからグルコースはアミノ糖にα1 -4で結合していると推定される。一方もとの多糖の部分水解物中

より二糖を分離した。これがN-アセチルマンノサミニュロン酸がβ1 -6でグルコースに結合した二

つ
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糖であることが分った。

これは上記の結果と一致する。又これら二つの糖はゲンチオビオース、マルトースが得られたこと

によりピラノーズ型をとると思われる。以上の結果より多糖の構造は下図の様であると推定された。

論文の審査結果の要旨

細菌M. lysodeikticusの細胞壁はムコペプチドと呼ばれるペプチドを結合した多糖とグルコーズを

含む酸性多糖とから形成されていることが知られており，前者の構造は己に精しく解明されたが，後

者の構造についてはごく一部についてしか分っていなかった。長谷君は本細菌菌体よりその細胞壁を

分離し、リゾチームおよび、L-l1酵素消化によりムコペプチド部分を分解し去り，残存する酸性多糖

をカラムクロマトグラフィーにより純化した。かくして得られる酸性多糖について構造研究を行ない

次の構造を確定した。
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構造決定の手法としては、多糖類の構造研究の常法とされる過沃素酸々化の他に 構成単糖の一つであ

るマンノサミノウロン酸が、カルボキシル基の還元によってマンノサミンに変化し、更にマンノサミ

ンの亜硝酸脱窒素反応によってグルコーズに導くといっ暫新な手法を用いた。かくして得られるグル

コーズの一酵素的検討によって元のマンノサミノウロン酸がD 一系に属することを証明した。亦原多糖

の脱N-アセチル化物に対する過沃素酸々化の結果からマンノサミノウロン酸残基は 4 位で結合する

ことを示した。原多糖のも一つの成分であるグリコーズは D- グルコーズであって、その 6 位が結合

に参与していることは己に知られていたが、長谷君は上記脱窒素反応、を用いる特異の手法によって原

多糖中のマンノサミノウロン酸をグルコーズに導き、それの部分水解物中に二種のグルコーズ二糖を

同定した。

即ち一つはゲンチオビオーズ、他はマルトーズであった。このことから原多糖の環構造、結合位置、

配糖体結合の立体構造は全て一義的に証明された。よって同君の論文は理学博士の学位論文として十

分価値あるものと認める。
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